
時間以上持続する症状がみられた場合、速やかに適切な処置
を行うこと。持続勃起症に対する処置を速やかに行わないと
陰茎組織の損傷又は勃起機能を永続的に損なうことがある。

1.2

本剤投与により勃起の延長又は持続勃起症、不整脈、一過
性の低血圧等が発現することがあるので、本剤を用いた勃起
障害の診断は、勃起障害の診断及び治療に精通し、本剤投与
時の副作用への対処が可能な医師が、緊急時の対応が可能な
状況で行うこと。

1.3






